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～ 恵那市男女共同参画プラン素案の概要 ～
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■
取
り
組
む
べ
き
課
題

�
男
女
（
家
族
）
の
助
け
合
い
で
つ
く
る

　

家
庭

・
男
女
の
性
別
役
割
分
担
※
意
識
の
解
消

・
世
代
間
に
お
け
る
性
別
役
割
分
担
意
識

　

の
解
消

・
高
齢
者
に
よ
る
子
育
て
支
援
や
知
識
の

　

継
承

�
家
庭
で
の
子
育
て

・「
個
」
育
て
の
尊
重
（
個
性
を
育
て
る
）

・
男
女
協
力
し
て
行
う
子
育
て
の
必
要
性

�
介
護
の
あ
り
方

・
介
護
の
家
族
で
の
共
有
化

・
在
宅
介
護
支
援
サ
ー
ビ
ス
と
相
談
体
制

　

の
充
実

�
人
権
の
尊
重

・
男
女
間
の
人
権
の
尊
重

・
子
ど
も
の
人
権
の
尊
重

・
障
害
者
の
人
権
の
尊
重

・
メ
デ
ィ
ア
に
お
け
る
男
女
の
人
権
の
尊

　

重

�
「
家
」
で
の
男
女
平
等

・
戸
籍
筆
頭
や
姓
の
選
択
自
由
の
尊
重

・「
跡
取
り
＝
男
」
と
い
う
意
識
か
ら
の
偏

　

見
の
解
消

・
男
女
差
別
の
な
い
家
庭
と
地
域
の
か
か

　

わ
り
の
重
要
性

�
出
産
に
対
す
る
支
援

・
安
心
し
て
出
産
で
き
る
た
め
の
家
庭
で

　

の
支
援
の
充
実

・
安
心
し
て
出
産
で
き
る
た
め
の
社
会
的

　

支
援

・
出
産
に
お
け
る
男
女
の
意
志
の
尊
重

・
母
性
保
護
の
理
解

�
性
教
育
の
充
実

・
自
己
の
性
、
お
互
い
の
性
の
尊
重

�
生
涯
を
通
じ
た
健
康
と
生
き
が
い
づ
く

　

り
の
推
進

・
家
庭
生
活
で
の
男
性
の
自
立

・
健
康
づ
く
り

・
生
き
が
い
づ
く
り
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■
取
り
組
む
べ
き
課
題

�
地
域
で
の
意
識
改
革

・
女
性
は
補
助
的
な
役
割
、
と
い
う
固
定

　

概
念
の
解
消

※性別役割分担＝「男性は仕事、女性は家事・育児」というような性別で役割を分業 ･分担すること　※一般事業主行動計画＝事業主が労
働者の仕事と子育ての両立を図るために必要な雇用環境の整備等（次世代育成支援対策）を進めるための行動計画

●男女共同参画社会ってどんな社会でしょうか？
　男女がお互いにその人権を尊重しつつ、責任も分かち合い、
性別にかかわりなく、個性と能力を発揮できる社会、それが男
女共同参画社会です。一人一人が真に自分らしい人生を送る
ためには、男女にかかわらず、多様な生き方を選択できる社会
の仕組みがなくてはなりません。

●恵那市の男女共同参画社会を目指して
　２１世紀を迎えた今、少子高齢化社会の急速な進行、国内経
済活動の成熟化、働き方の多様化、国際化、情報通信の高度化
などにより、わたしたちを取り巻く環境は、急速に変化して
います。こうした社会の変化とともに、多様化する価値観や
ライフスタイルに対応し豊かで活力ある社会をつくるために
は、男女が共にいきいきと暮らせる社会「男女共同参画社会」
が必要です。
　男女を取り巻く現状の課題を市民の皆さんと共に考え、解決し、
男女共同参画社会の実現に向けた政策を総合的かつ計画的に実
施する指針として、「恵那市男女共同参画プラン」を現在策定して
います。今回その素案について概要を発表します。 �

�

�
�
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・
女
性
の
社
会
進
出
を
認
め
、
促
進
す
る

　

た
め
の
意
識
啓
発

・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
の
啓
発

・
高
齢
者
に
対
す
る
男
女
共
同
参
画
へ
の

　

理
解
の
促
進

�
地
域
で
の
社
会
参
加
の
促
進

・
地
域
社
会
に
お
け
る
慣
例
の
改
革

　
（
役
職
は
適
材
適
所
で
）

　
（
男
女
の
意
識
改
革
）

・
子
ど
も
の
行
事
へ
の
男
性
の
参
加
促
進

・
女
性
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
育
成
と
発

　

言
力
の
向
上
を
図
る

�
地
域
で
の
子
育
て
・
介
護
支
援

・
子
育
て
の
社
会
化
の
実
現
（
地
域
の
子

　

育
て
支
援
）

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
子
育
て
支
援

・
子
育
て
相
談
の
充
実

・
男
性
の
育
児
・
介
護
休
業
制
度
の
取
得

　

促
進

・
地
域
で
の
介
護
支
援

・
ひ
と
り
親
家
庭
ヘ
の
支
援

�
学
校
で
の
意
識
改
革

・
教
師
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
男
女
共
同
参
画
へ
の

　

理
解
と
促
進

・
保
育
園
、
幼
稚
園
、
学
校
で
の
生
活
を

　

通
し
た
児
童
、
生
徒
の
男
女
共
同
参
画

　

へ
の
理
解
の
推
進

・
男
女
混
合
名
簿
の
推
進

�
地
域
で
の
人
権
尊
重

・
性
の
商
品
化
の
排
除

・
差
別
の
な
い
地
域
づ
く
り

�
地
域
で
の
活
動
の
推
進

・
経
営
者
・
管
理
者
の
意
識
改
革

・
職
場
の
男
女
差
別
に
よ
る
慣
例
の
解
消

・
労
働
時
間
の
短
縮
に
向
け
て
の
啓
発

・
自
営
業
等
に
対
す
る
支
援

�
働
く
人
の
意
識
改
革

・
男
女
の
意
識
改
革

・
差
別
意
識
の
解
消
と
職
場
内
で
の
コ 
ミ
ュ

　

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
必
要
性

�
職
場
に
お
け
る
処
遇
と
評
価

・
男
女
の
処
遇
の
格
差
是
正

・
男
女
の
勤
務
評
価
の
格
差
是
正

�
働
く
こ
と
と
出
産
・
子
育
て
・
介
護
の

　

両
立

・
育
児
休
業
制
度
の
理
解
と
普
及

・
出
産
・
子
育
て
支
援
の
理
解
と
普
及

・
介
護
休
業
制
度
の
理
解
と
普
及

・
男
女
共
同
参
画
社
会
に
向
け
て
市
民
の

　

自
主
的
な
活
動
の
推
進

・
男
女
共
同
参
画
の
理
念
の
市
民
へ
の
啓

　

発
・
三
世
代
交
流
の
推
進
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■
取
り
組
む
べ
き
課
題

�
職
場
の
意
識
改
革

・
育
児
休
業
・
介
護
休
業
制
度
に
対
す
る

　

社
会
的
支
援

・
一
般
事
業
主
行
動
計
画
※
の
策
定
支
援

　

お
よ
び
推
進

・
市
特
定
事
業
主
行
動
計
画
の
推
進

�
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
に
対
す
る
適
正

　

な
処
遇
と
評
価

・
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
の
地
位
の
向
上

�
再
雇
用
・
再
就
職
の
支
援

・
再
雇
用
・
再
就
職
へ
の
支
援

・
女
性
の
再
就
職
に
対
す
る
意
識
改
革

・
高
齢
者
・
障
害
者
の
就
労
支
援

�
働
く
場
で
の
人
権
尊
重

・
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
※
の

　

防
止

・
モ
ラ
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
※
の
防
止

プランに
  ご意見をお寄せください
　旧恵那市において、男女共同参画社会を実現
していくために、行政が、企業が、あるいは市
民の皆さんが、実際に行動に移せる具体的な計
画として「恵那市男女共同参画プラン」を策定
しました。しかし、平成１６年１０月の合併によ
り、新たにプランを作成することが必要となり
ましたので、再度、昨年４月に公募による市民
委員１２人と市職員１２人によるワーキングチー
ムを立ち上げ、市民の皆さんと共に新プラン策
定に向けて、現在作業を行っています。
　このワーキングチームでは、旧のプランを基
に、過去の市民アンケートの結果を分析し、地
域の特性や市民の願いなどを把握しながら、計
画に反映させられるよう、「家庭」「地域」「職場」
の３つの分科会を設けて話し合いを進めてい
ます。
　このプランには、さらに多くの市民の皆さん
の意見を反映させてたいと考えていますので、
家庭・地域・職場における男女共同参画につい
てのご意見などお寄せください。プランの詳
細は、次の場所でご覧いただけます。
○閲覧場所　①市役所情報コーナー（市役所３
階西側）②市ホームページ
○意見の提出方法　氏名と連絡先を明記の上、
はがき、メールまたはＦＡＸで２月１６日�ま
でに下記へ提出してください。
○意見の提出・問合せ先　〒５０９-７２９２　恵那市
長島町正家一丁目１番地１　恵那市役所まち
づくり推進課　�２６-２１１１（内線６２９）�２５-８２０８
� machisuishin@office.city.ena.gifu.jp

※セクシュアル・ハラスメント＝職場または教育現場において、優越的地位や継続的関係を利用して行われる相手方の意に反
する性的な言動によって、相手方に不利益を与えたり、不快感を与えて、就学就労や教育研究環境を悪化させること　
※モラル・ハラスメント＝言葉や態度、身振りや文書などによって、働く人間の人格や尊厳を傷つけたり、肉体的、精神的に
傷を負わせて、その人間が職場を辞めざるを得ない状況に追い込んだり、職場の雰囲気を悪くさせること

�
�


